
る｡又人としては RichardWinstedt,VictorPur-

cell,R.E.Holtum,P.E.Wood,等 高名のマラヤ

研究家の助けを受けているし,又当然のことなが ら多

くの助手諸氏の努力の産物であるO

分類の 内容は Agriculture,Forestry andHo-

rticulture;Animals;Archaeology&Prehistory,

Bibliographies& Lists;Bibliography & Me一

moirs;Education;Fiction;Health&Medicine;

History;Law;Linguistics;Mining& Geolgy;

Miscellancous(General,Cookery,Journals,News-

papers etc.); Peoples of Malaya; Plants;

Poetry;Religion;SecondWorldWarinMalaya;

Trade& Economics;Travels;Addendaで あ

り,終 りに索引を附 している｡

この分類の方法の可否については大いに問題がある

であろう｡例えば一寸考えても地理や社会に関するも

のをどこ-入れるのか｡ 自然科学的な専門分野につい

ては更に問題があるのかと思われるOこの点ではやや

素人向の分類だとも思われる｡一人の著者の書物を改

行 しないで追込んだ組み方についても図書 目録 として

は長所 とだけは言えないようである｡

雑誌論文 もかな り入 ってはいるが,然 し試みに若干

の書経や論文を選んで引いて見 ると英書は略々発見 し

うるが,雑誌論文には記入のないものもあって,全幅

的な採録がなされなかったのかと思われる｡

しか し何より文献 目録としての最大の問題は英語の

文献だけが採録せ られたことではないかと思われる｡

この点は副題に明記せ られているのであるか ら致 し方

ないことかも知れないが, 淋 しい 感 じをまぬがれな

いO 例えば Martin の InlandstAmmeとか Nip-

poldの Rassen und KulturgeschichtederNe一

gritov61kerのような著名なものでも独乙語なるが故

に我々はこの文献目録には発見 し得ないのである｡編

集の大方針が変 らなければこの点は補われないであろ̀

うが,やはり一言せずにはおられないC

マラヤの西欧との接近は周知のどとく1511年のポル

トガルのマラッカ攻略にはじまり,1641年のオランダ

の交代,1786年のケグ-王か らの英国-のペナン割譲,

それか らの英国の長い間の経営と続 き,漸 く1957年 8

月に独立国となるのであるOこの間特に英国の統治経

営には注 目すべ きものがあって東南アジアに於て最 も

繁栄 しているのであるが,その裏面に於てこの文献目

録に現われているような多数の学者の研究がなされて

来たことは注 目すべきことであるOいろいろの問題は

あるとは言え,マライ研究の一つのよりどころとなる

ことは確かであるか ら,漸次充実 したものになって行

くことを期待 したいっ (柳瀬襲爾)

FraserJr.,Thomas M.:Rusembilan,A
AhlayFishing Villagein Sollthern Thai･

land.CornellUniversity Press.1960.99.

xuiii十281

タイ国の南端,マ レー半島中部に位置するPattani,

Yala,Narathiwat及び Satuanの須具では, 人口

の80%までがマレー人である｡ しかも中国人, タイ人

は,市や町に居住するのが殆んどなので,この地域の

村落人口はほぼ 100% マ レー人 といわれる｡.Rusem-

bilan というのは,このようなタイ領マレー人の東岸

漁村の一つで,ここで,著者夫妻が1956年に行 った現

地調査の報告が本書である｡

まず地域環境,住民,歴史的背景 といった序論に続

いて, このコミュニテ ィを syncllrOnicに3つの 面

にわけて考察するO漁業 (主にアジ), 農業, 交易と

商業などの Economicsocietyの面｡ 中央 ･地方の

タイの政治における,あるいは宗教組織の中における

Rusembilanを表わす Sanctioningsocietyの面｡

第 3の面の Kin-ceremonialsocietyは, 地域社会

の構造,イスラム信徒としての村人, しかも精霊信仰

の根強い信者,等から述べ られている｡ここまでは,

著者や意図としては,地域社会の平面図を吾いたもの

と見てよい｡

これに続いて, 人の一生を時間的 にたどる生活史

(推移儀礼をつなぎあわせたものではあるが)を述べ

た後で,残 る2章でもって,今までの資料を社会-文

化体系の推論の中で説明 しようと試みる-

始めは米作農民の移住村であったものが,地兜的 ･

経済的な要因か ら,漁を専業的にするようになった｡

この米作農民か ら営利的な漁村 (大型漁船,モーター

ボー トなどの導入)への移行は,文化的適応 と社会的

調節を余儀な くすることは勿論であるが,適応 と調節

が均衡をとって進行 しないと,社会構造に更に 2次的

な変動が生 じる｡この社会構造の 2次的な調節,適応

と共に,地域社会の文化の志向とを考察 しなければ,

全体 としての過程はわか らない｡ Rusembilanでは
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文化の志向は, (1)経済的には,資本財の獲得,利用

杏,個人単位で他と競争するようにもくろむなど,個

人主義の傾向が非常に強いのに対し, (2)宗教的 ･儀

式的な面では,イスラム的価値や伝統的な儀礼によっ

て,地域社会の統合,家族をこえる範囲の紐帯,マレ

ー文化への共同の参与などという,共同体的な志向を

示す｡相葛藤する価値が両極的に存在することは,当

然社会構造の変動の仕方に作用を及ぼす｡そして,一

方ではイスラム宗教委員会からの規制があ【り,他方仏

教国のタイ国政府一行政官からの一方的インプットが

この地域社会に与えられる｡タイ国への同化とそれに

対する反掩とが又,この村の社会-文化体系を特色づ

けている- というのである｡

民族誌としては片手落ちな所があるし, R.Firth

のように Peasanteconomyを撤密に追究 したもの

でもな く,なまじっか理論をこね くりまわしているぽ

っかりに,全体として何か物足りない気持を味あわせ

られる｡ (前田成文)

Textor,RobertB.:From PeaBL&nttOPe-
dic&b Driver,aSocialStudy ofNorth-
e&BterrLThaiF&rmerSWho Periodically
AtigratedtoBangkokandBecamePedic&b
Drivers.(CulttLr&lReportSerie8No.9,
YaleUniversitySouthe&8tAsiaStudies.)
NewE&verL,Con机.1961.99.viii+83

著者 RobertB.Textorはコ-ネル大学出身 の少

壮人類学者であり,今日エール大学で教鞭を執ってい

るO当初,広 く極東に関心を抱き,日本占領下時代に

は,アメリカ軍政府の民主化計画に職員 として 活躍

し,野外調査に従事したという経歴の持主であるが,

1952年,コーネル大学のタイランド･プロジェクトに

参与したのを実機として,以来タイ国で数々の社会調

査に専念してきたといわれる｡

本書では,バンコック在住の農村出稼者の主要形態

である ｢輪タク車夫｣の実態が詳細に記述 されてい

る｡輪タクは,所詮,没落の運命にあるとしても,バ

ンコックの交通検閲として,増々重要な役割を演じて

きた｡車夫の大部分を占めるのは,タイ国で最も恵ま

れない東北部の農村人口であって,その動機はなによ

りも貧困に由来している｡かれらは,新らしい都会の

環境のもとで, 多 くの 問題とス トレスに直面してい

る｡その一部は親戚 ･友人 ･同郷の誼などの非組織集

団によって解決されているけれども,労働組合や共済

組合などの団体への加入は,より一層効果的な解決を

招来するであろう｡ しかし東北部出身車夫の不定着

悼,またバンコック出身車夫との問の人間関係,タイ

ーラオの伝統的文化型,ならびに組合規則の不適切性

が組織集団の発展を阻害している｡

これら東北部出身車夫は,勤勉であれば,平均一年

ないし一年半の出稼期間中に,比較的多額の金を蓄積

しうるが,それは故郷の家族達の必需品の購入,家屋

の修理 ･新築,結婚資金,寺院-の寄贈,また水牛や

土地-の投資のために使用される｡したがって東北部

の経済開発一般にたいしては,さほど大きな貢献をし

ていない｡東北部出身車夫は,根本的に農民であるこ

とを自認しており,バンコックで習得した新らしい生

活様式も,帰村と同時に忘れられてしまう｡

車夫達が都会生活の物質的,技術的な側面に価値を

見出し,そうしたものが受容されやすいことは当然で

ある｡マスコミとの接触,ならびに政治的関心は高ま

るが,政治的活動に集団的に参加する技能は低い｡こ

れに反して,仏教信仰はうすれるどころか,むしろ厚

くなる傾向がある｡帰村輪タク車夫は,その職業経歴

と近代的技術の習得のゆえに東北部の村落開発にとっ

て指導的機能を発揮しうる能力をもっている｡その可

能性は,政府側が,どのような実験的なコミュニティ

開発の計画を打出すかに依存している｡

たえず社会問題や村落開発問題の解決を念頭に置き

ながら,近代化の過程に現われる-事象を記述 ･分析

せんとする著者の実践的態度には学ぶべきものがあろ

う｡末尾の調査項目も参考になる｡ ただ, はからず

ち,面接調査を完全に終えることができぬまま,報告

書を作成 しなければならなかったため,統計資料が十

分だといえないのが残念であるO .(水野浩一)
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